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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　耐熱性布地シートのための糸条であって、
　ｉ）メタ－アラミドと、
　ｉｉ）約５～１０重量％のポリアミドと、
　ｉｉｉ）少なくとも２重量％の帯電防止繊維と
からなり、ポリアミドは脂肪族又は半芳香族ポリアミドであり、前記重量％は前記糸条の
総重量に基づく、糸条。
【請求項２】
　請求項１に記載の糸条からなる織布シート。
【請求項３】
　請求項２に記載の布地シートを含む、衣類。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、外側層が高熱の外部印加によって収縮される場合に、内側層が泡状のポケッ
トを形成するように配置されている、連結ラインの配列によってともに結合される内側布
地層及び外側布地層を含むタイプの、防護衣類の単一層又は外側層としての使用のための
耐熱性織布及び／又は多層撚り布地シートに関する。
【背景技術】
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【０００２】
　防護衣類の単一層又は外側層としての使用のための耐熱性布地シートは、当技術分野に
おいて周知である。
【０００３】
　国際公開第００／６６８２３号パンフレットでは、パラ－アラミド繊維又はポリパラフ
ェニレンテレフタルアミドの織り合わされたメッシュによって強化された製織されたメタ
－アラミド及びポリアミドイミド繊維からなる耐火性材料、及びこの材料からなる耐火性
衣服を開示している。
【０００４】
　国際公開第０２／０７９５５５号パンフレットでは、特に熱防護衣服のための強化布地
を開示しており、この布地は、高強度材料の織り合わされた縦糸織り及び横糸織りによっ
て強化されている。
【０００５】
　国際公開第０２／２０８８７号パンフレットでは、メタ－アラミド繊維、ポリアミドイ
ミド繊維、及びそれらの混合物からなる製織された表地と、パラ－アラミド、ポリパラフ
ェニレンテレフタルアミドコポリマー及びそれらの混合物から選択された低収縮繊維の製
織された裏地とを含む耐火性材料を開示している。２つの層は、一種の格子を形成する位
置でともに織り合わされることができる。
【０００６】
　国際公開第０３／０３９２８０号パンフレットでは、材料の層が織り合わされてポケッ
トを形成している、特に消防士のための防護衣服における断熱層を意図する１枚の複合又
は多層構造を記載している。外層は、熱作用の下で収縮して下部でポケットを形成し、ポ
ケットは内面に沿ってチューブを形成している。この従来技術文献の図５及び７は、ポケ
ット及び織り合わされたパターンをそれぞれ示している。国際公開第０３／０３９２８１
号パンフレットでは、外層が熱作用の下で収縮する場合、連結繊維が真っすぐになり層の
間の空間を増加させるように、材料の層が織り合わされている、消防士の防護衣服におけ
る断熱層のための１枚の複合又は多層構造を記載している。
【０００７】
　その全体が参照により本出願に組み込まれる国際公開第２００４／０２３９０９号パン
フレット（欧州特許第１５４２５５８号明細書に対応する）では、熱、炎、及び電気アー
クに対して耐性のある防護衣類のための布地を開示している。防護衣類の単一層又は外層
として使用するための布地は、それぞれ縦糸及び横糸系を有する少なくとも２つの別々の
単一撚りを含み、この少なくとも２つの別々の単一撚りは、ポケットを構築するように所
定の位置で組み立てられ、この少なくとも２つの別々の単一撚りの縦糸及び横糸系は、ア
ラミド繊維及びフィラメント、ポリベンゾイミダゾール繊維及びフィラメント、ポリアミ
ドイミド繊維及びフィラメント、ポリ（パラフェフェニレンベンゾビサキサゾール）繊維
及びフィラメント、フェノール－ホルムアルデヒド繊維及びフィラメント、メラミン繊維
及びフィラメント、天然繊維及びフィラメント、合成繊維及びフィラメント、人工繊維及
びフィラメント、ガラス繊維及びフィラメント、炭素繊維及びフィラメント、金属繊維及
びフィラメント、並びにそれらの複合材料からなる群から独立して選択される材料に基づ
く。
【０００８】
　その特有の構造のため、この布地は、同等の機械的及び熱的特性を有する周知の布地の
比重よりかなり低い比重を有することができる。
【０００９】
　国際公開第２００４／０２３９０９号パンフレットの別の態様は、単一層又は外層とし
ての前述の布地を含む、熱、炎、及び電気アークに対する防護のための衣類である。
【００１０】
　国際公開第２００４／０２３９０９号パンフレットによる衣類は、通常時及び非常時の
両方において、着用者の快適さを大きく向上させる。同様の機械的及び熱的特性を有する
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従来の衣類より軽量で且つ薄く、着用者の表面から周囲までより高い熱及び蒸気の消散を
可能にする。
【００１１】
　その全体が参照により本出願に組み込まれる国際公開第２００６／０２６５３８号パン
フレット（欧州特許第１７９６４９２号明細書に対応する）では、耐熱複合布地シートを
開示しており、この場合、連結ラインの配列は、複数の区分けされた単一連結ラインによ
って及び／又は連結ラインの複数の区分けされた群によって構成される。連結ラインは、
異なる角度で配置され、且つ互いに離間されており、区分けされた単一連結ラインの間及
び／又は連結ラインの区分けされた群の間に、２つの層が互いに連結されていないギャッ
プを残している。これらのギャップは、それぞれの区分けされた連結ライン及び／又は連
結ラインのそれぞれの区分けされた群を囲む２つの非連結層の連続した拡大部を結合させ
る。非連結布地層のこの連続した拡大部は、異なる角度で連結ラインによって区切られた
迷路状の構造を有し、それにより、外側層の所定の領域が熱収縮をもたらす高熱に供され
る場合に、内側層は、連結ラインの間の連続した拡大部の分離領域を個々に形成し、且つ
、迷路状の構造により、前記所定の領域の外側でシートに沿って、又はその全体にわたっ
て伝搬することが防止される、一連の自動閉鎖性の泡状のポケットを所定の領域の下で形
成する。
【００１２】
　泡がチューブを形成することを防止する一種の迷路を形成する角度での連結ラインによ
って、連結ライン又は連結ラインの群は、非連結布地層の拡大部における島のように区分
けされ囲まれている。好都合には、連結ラインは、ラインのパターンの周りの蛇行する波
形の経路を形成する連続した拡大部を有する幾何学的に繰り返すパターンにおいて配置さ
れる。例えば、連結ラインは、少なくとも１つの交軸点から伸長するラインで、例えば、
一般的には、Ｙ、Ｖ、Ｌ、Ｔ、Ｈ、Ｘ、又はＺ形配置において配置される複数の連結ライ
ンからそれぞれなる複数の群において配置されることができ、ラインは、それらの交軸点
でともに連結されているか、又はそれから離間されている。
【００１３】
　国際公開第２００６／０２６５３８号パンフレットによる耐熱複合布地シートの特殊構
造は、従来技術の構造にわたる特性の改良された組合せ、特に、布地が熱にさらされた後
の、改良された物理的特性を有する高い熱的性能の組合せを与え、これは、これらの性能
がより低い重量の布地で達成可能であることにより、着用者の快適さの増加をもたらす。
従って、同一の熱的性能の衣類をより軽い布地で作製することができ、衣類の着用性をよ
り快適にする。
【００１４】
　本発明による布地の外面が、例えば、炎又は別の高熱源にさらされる場合、外側布地層
は収縮させられる。内側層は、熱源から遮断され、収縮せず、又はほとんど収縮しない。
外側布地層の収縮は、パターンにおいて区分けされ、非連結層によって囲まれている連結
ラインによって制約される。形成する泡状のポケットは、加熱される領域の下で局限され
、これらの自動閉鎖性のポケットの限定された増加は、このように形成された絶縁空間が
下部領域を保護するのに効果的であることを意味する。このように、熱は、チューブの形
成によって、隣接する領域に不必要に伝送されない。高熱にさらされる領域の下の泡状の
空気空間のこの形成は、布地の高い熱的性能を与える。
【００１５】
　高熱へさらされた後も、布地は、向上した物理的特性、即ち、良好な引裂き強度及び引
張り強度を有する。加熱された外側層が収縮する場合、外側層は、一部のその物理的強度
を犠牲にして熱吸収体として作用し、一方、内側層は元のままである。更に、２つの布地
層を結合する連結ラインも一部の物理的強度を犠牲にし、布地が引裂け得るこうしたライ
ンに沿った布地の欠点をもたらす。しかしながら、連結ラインにおける特有の不連続性及
び本発明による布地の得られた非連結拡大部のため、熱にさらされなかった、且つ、従っ
て、損傷を受けていないその他のゾーンに、こうした引裂きは広がることができない。そ
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の結果、布地シートの外側層は、高熱へさらされた後、良好な引裂き強度及び引張り強度
を示し、内側層は保護されたままであり、且つ、内側層の元のままの非連結拡大部は、そ
の強度を保持する。これは、例えば、燃えている構造体における消防士を、その衣服を引
張ることにより危険な状況から抜け出させる必要がある場合に、消防士の衣服にとって極
めて重要であり得る。
【００１６】
　これらの提案にもかかわらず、着用者の快適さ、高い熱的性能、摩耗に対する高い耐性
、高い耐久性、改良された機械的性能、及び電気アーク保護を組み合わせた耐熱性布地の
必要性が依然として存在する。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【００１７】
　本発明の目的は、着用者が高熱にさらされる場合がある、例えば、消防士及びその他の
用途のための防護衣類として使用されることができる改良された材料及び複合布地シート
を提案することである。
【課題を解決するための手段】
【００１８】
　本発明による織布及び／又は多層撚り布地シートは、着用者の快適さに寄与するととも
に、高い熱的性能、改良された物理的特性、及び優れた電気アーク保護を与える。本発明
による織布及び／又は多層撚り布地シートで作製される衣類は、より軽量でより柔軟性が
あり、この結果、着用性がより快適である。
【００１９】
　引張り強度及び引裂き強度などの良好な物理的特性に加えて、本発明による織布及び／
又は多層撚り布地シートは、外部布地に特に認められる優れた耐摩耗性を示す。
【図面の簡単な説明】
【００２０】
【図１】Ｙ形の連結ラインの配列を伴う、本発明による多層撚り布地シートの外側布地層
（Ａ）の画像である。
【図２】比較例１による多層撚り布地シートの外部布地層（Ａ）の画像である。
【図３】比較例２による多層撚り布地シートの外部布地層（Ａ）の画像である。
【図４】本発明の実施例１による多層撚り布地シートの織物構造である。
【発明を実施するための形態】
【００２１】
　耐熱性布地シートのための糸条であって、
　ｉ）メタ－アラミドと、
　ｉｉ）約５～１０重量％のポリアミドと、
　ｉｉｉ）少なくとも２重量％の帯電防止繊維と
を含み、重量％は糸条の総重量に基づく、糸条が本明細書において開示される。
【００２２】
　好ましい実施形態において、本発明の糸条は、およそ
　ｉ）９１重量％のメタ－アラミドと、
　ｉｉ）７重量％のポリアミドと、
　ｉｉｉ）２重量％の帯電防止繊維と
を含み、重量％は糸条の総重量に基づく。
【００２３】
　本発明の糸条において使用されるポリアミドは、脂肪族及び半芳香族ポリアミド、好ま
しくは脂肪族ポリアミドの群から選択される。ポリアミド６６が特に好ましい。
【００２４】
　帯電防止繊維は、炭素芯ポリアミド鞘又は金属芯ポリアミド鞘からなる群から選択され
る。
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【００２５】
　好ましい実施形態において、本発明の糸条の番手は、約４０／２～約１４０／２、より
好ましくは約８０／２の線密度Ｎｍを有する。
【００２６】
　本発明による織布は、前述で開示された糸条で作製されることができる。特に、同一の
糸条が、布地の縦糸及び横糸の両方に使用されることができる。
【００２７】
　好ましい実施形態において、織布は平織である。
【００２８】
　別の実施形態において、前述の織布からなる少なくとも１つの撚りを含む多層撚り布地
シートが与えられる。
【００２９】
　本発明の多層撚り布地シートは、１つの撚りが、内側布地層（Ｂ）によって形成され、
他方の撚りが、連結ライン（１０）の配列によってともに結合された外側布地層（Ａ）に
よって形成される、２層撚りからなることができる。
【００３０】
好ましくは、周知の技術によって、２層撚りは、ともに織り合わされ、連結ライン（１０
）は、内側布地層（Ｂ）及び／又は外側布地層（Ａ）の糸条で作製される。好ましくは、
連結ライン（１０）は、内側布地層（Ｂ）の糸条で作製される。
【００３１】
　好ましくは、本発明の多層撚り布地シートは、１つの撚り、外側布地層（Ａ）が、本発
明の織布で作製され、且つ、他方の撚り、内側布地層（Ｂ）が、ポリパラフェニレンテレ
フタルアミド（パラ－アラミド）、ポリアミドイミド、及びコポリイミドなどの、耐熱性
及び低い熱収縮の両方を有する糸条からなる、２層撚り布地である。内側布地層（Ｂ）が
糸条１００％パラ－アラミド糸条からなる、多層撚り布地シートが特に好ましい。内側布
地層（Ｂ）の糸条番手は、外側布地層（Ａ）の糸条番手と同一又は異なることができる。
内側布地層（Ｂ）及び外側布地層（Ａ）が、同一の糸条番手と、縦及び横方向の両方にお
いて１センチメートル当たりで同一の糸条数とを備えた平織構造を有する、２層撚り布地
が特に好ましい。
【００３２】
　高熱にさらされる場合、外側層（Ａ）は収縮させられ、連結ライン（１０）のために内
側層（Ｂ）は曲がり、空気が撚りの間に入り込んで多層撚り布地シートの厚さの増加をも
たらす。
【００３３】
　図１に示すように、配列は、区分けされた群（３０）において配置されている複数の連
結ラインからなり、それぞれの群は、Ｙ形に配置される３つの連結ライン（１０）からな
る。
【００３４】
　好ましい実施形態において、それぞれのＹの３つの連結ライン（１０）のうちの２つは
、実質的に等しい長さで、連結ライン（１０）がともに連結される交軸点（４０）から、
実質的に等しい角度（１２０°）で伸長する。
【００３５】
　図１の実施例において、それぞれのＹの３つの連結ライン（１０）は、他方のＹ形の群
の対応するライン（１０）に対してすべて平行である。更に、異なる群の平行ライン（１
０）は、他方の群のライン（１０）と、正確に又はおよそ一直線又は平行になっている。
そのため、Ｙの垂直の細長い部分は、垂直の列で整列しており、Ｙの傾斜した腕部は、列
に沿って整列している。図１の左右の垂直の列において見ることができるように、Ｙ形の
すべての交互の垂直列からなるＹ形は、垂直及び水平の両方に整列される。
【００３６】
　連結ライン（１０）のそれぞれのＹ形の群（３０）は、その他の群から区分けされる。
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連結ライン（１０）は、異なる角度で配置され、且つ互いに離間されており、連結ライン
（１０）の区分けされたＹ形の群の間に、２つの層（Ａ）、（Ｂ）が互いに連結されてい
ないギャップ（５０）を残している。
【００３７】
　例えば、Ｌ形、Ｔ形、Ｈ形、Ｘ形、Ｚ形など（形状におけるギャップの有無を問わず）
、グループ分けした連結ラインのその他の形状が可能であり、例えば、Ｃ形又はＳ形にお
ける個々のラインとしての複数の曲がった連結ライン、或いは、例えば、２つの直線がＵ
形を形成するために曲線部によって連結される、グループ分けしたラインを含むことが可
能である。様々な形状及びパターンは、個々の区分けされた連結ラインの配列からなるこ
ともできる。
【００３８】
　２層撚り布地は、１つの特定の実施形態であるが、その他の配置は、２層のみと比べて
より多くの層によって想定される。
【００３９】
　本発明の織布及び／又は多層撚り布地シートは、衣類、特に高温環境への曝露用の衣類
の作製にも適している。特に、本発明の織布及び／又は多層撚り布地シートは、こうした
衣類の外層として使用されることができる。多層撚り布地シートの場合、布地シートの外
側布地層（Ａ）は、衣類の外側に配置される。本発明の織布及び／又は多層撚り布地シー
トは、衣類を作製するために、空気を通す膜及び／又はライニングと併用されてもよい。
【００４０】
　本発明による衣類は、いかなる可能な方法においても製造されることができる。衣類は
、多層構造から作製されることができる。好ましくは、こうした多層構造は、これらに限
定されるものではないが、内層（ライニング）と、任意選択的に空気を通す防水材料から
なる中間層と、本発明による多層撚り布地シートからなる外層とを含む。最も内側の層は
、着用者の皮膚又は着用者の下着に直接面する。
【００４１】
　本発明による衣類は、これらに限定されるものではないが、ジャケット、コート、ズボ
ン、手袋、オーバーオール、及びラップを含む任意の種類であることができる。
【実施例】
【００４２】
本発明の実施例１：
　２層撚り織布シート（層Ａ及び層Ｂ）を、以下の２つの糸条の組合せを用いて調製した
。
【００４３】
　繊維の配合物は、
－　およそ１００ｍｍの切断長を有する９１重量％のメタ－アラミド、
－　７重量％のポリアミド６６、及び
－長繊維加工装置を使用して、１種類の単一長繊維糸条Ｙ－Ａ１に紡糸される炭素芯ポリ
アミド鞘からなる２重量％の帯電防止繊維
からなる。
【００４４】
　単一糸条Ｙ－Ａ１は、Ｎｍ８０／１の線密度、及び１メートル当たりの撚りの回数（Ｔ
ＰＭ）が８５０であるＺ方向への撚り合わせを有した。次いで、２つの単一Ｙ－Ａ１糸条
を撚り、ともに撚り合わせた。結果的な撚られた及び撚り合わされた糸条（ＴＹ－Ａ１）
は、Ｎｍ８０／２の線密度、及びＴＰＭが７６０であるＳ方向への撚り合わせを有した。
その後、ＴＹ－Ａ１を蒸気で処理して、そのしわが寄る傾向を安定化させた。
【００４５】
　第１の撚り（層Ａ）を形成するための縦糸及び横糸として、ＴＹ－Ａ１糸条を使用した
。
【００４６】
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　第２の撚りの場合、横糸及び縦糸のＹ－Ｂ１糸条を、以下の通り調製した。１００重量
％パラ－アラミド伸長破断繊維を、長繊維加工装置を使用してリング紡糸し、単一短繊維
糸条Ｙ－Ｂ１を形成した。
【００４７】
　単一糸条Ｙ－Ｂ１はＮｍ８０／１の線密度、及びＴＰＭが７００であるＺ方向への撚り
合わせを有した。次いで、２つの単一Ｙ－Ｂ１糸条を撚り、ともに撚り合わせた。得られ
た撚られた糸条（ＴＹ－Ｂ１）は、Ｎｍ８０／２の線密度、及びＴＰＭが７００であるＳ
方向への撚り合わせを有した。その後、ＴＹ－Ｂ１を蒸気で処理して、そのしわが寄る傾
向を安定化させた。第２の撚りのための縦糸及び横糸として、ＴＹ－Ｂ１を使用した。
【００４８】
　図１でのようなＹ形の連結ラインの配列を有する布地織りを調製した。この織り布地は
、４５糸条／ｃｍ（縦糸）（それぞれの撚りにおける２２．５糸条／ｃｍ）、４５エンド
／ｃｍ（横糸）（それぞれの撚りにおける２２．５エンド／ｃｍ）、及び２４０ｇ／ｍ２
の比重量を有した。
【００４９】
　多層撚り布地シートの性能を、表１において以下に示す。
【００５０】
比較例１及び２：
　比較例１及び２は、実施例１とは異なる糸条及び織り構造によって行われた。しかしな
がら、多層撚り布地シートの重量は、実施例１、比較例１、及び比較例２と実質的に同一
である。
【００５１】
　特定の糸条及び構造は、比較例１及び２において表１に示す。
【００５２】
　実施例は、本発明による多層撚り布地シートの優れた性能を確認する。
【００５３】
　表１に示すように、実施例１の多層撚り布地シートは、高い機械的、熱的、及び電気ア
ーク性能、非常に良好な耐摩耗性、非常に良好な耐久性（パラ－アラミドのフィブリル化
なし、良好な保色性）、柔軟な風合いを示し、一方、比較例１及び２の多層撚り布地シー
トは、より低い耐摩耗性及び耐スナッギング性を示す。更に、比較例は、本発明の実施例
と比較して数回洗浄された場合、不十分な耐久性を示す。
【００５４】
　特性測定は、標準（ＩＳＯ、ＡＳＴＭなど）に従って行われ、表１に示す。
【００５５】
　ＡＴＰＶは、アーク熱性能値を表す。
【００５６】
　ＦＦＦは、布地破損因子を表す。
【００５７】
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【表１－１】
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【表１－２】

　次に、本発明の好ましい態様を示す。
１．　耐熱性布地シートのための糸条であって、
　ｉ）メタ－アラミドと、
　ｉｉ）約５～１０重量％のポリアミドと、
　ｉｉｉ）少なくとも２重量％の帯電防止繊維と
を含み、前記重量％は前記糸条の総重量に基づく、糸条。
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２．　およそ
　ｉ）９１重量％のメタ－アラミドと、
　ｉｉ）７重量％のポリアミドと、
　ｉｉｉ）２重量％の帯電防止繊維と
を含み、前記重量％は前記糸条の前記総重量に基づく、上記１に記載の糸条。
３．　前記糸条の線密度Ｎｍは、約４０／２～約１４０／２である、上記１又は２に記載
の糸条。
４．　前記糸条の前記線密度Ｎｍは、約８０／２である、上記１～３のいずれか一項に記
載の糸条。
５．　上記１～４のいずれか一項に記載の糸条からなる織布シート。
６．　縦糸及び横糸は、同一の糸条から作製される、上記５に記載の織布。
７．　平織である、上記５又は６に記載の織布。
８．　上記５～７のいずれか一項に記載の織布からなる少なくとも１つの撚りを含む多層
撚り布地シート。
９．　前記布は、２層撚り布地であり、他方の撚りは、１００％パラ－アラミド糸条から
なる、上記８に記載の多層撚り布地シート。
１０．　前記布は、２層撚り布地であり、前記２つの撚りは、連結ライン（１０）の配列
によってともに結合された内側布地層（Ｂ）及び外側布地層（Ａ）によって形成される、
上記８又は９に記載の布地シート。
１１．　前記内側布地層（Ｂ）及び前記外側布地層（Ａ）が、両方とも織布であり、且つ
、前記布地を作る織り合わされた糸条によって形成された製織りされた連結ライン（１０
）の配列によってともに結合される、上記１０に記載の布地シート。
１２．　前記連結ライン（１０）の配列は、交軸点（４０）から伸長する３つのラインに
よって略Ｙ形の配置の区分けされた群（３０）において配列される複数の連結ラインによ
って構成され、前記ラインは、それらの交軸点でともに連結され、それぞれの区分けされ
た群は、互いに離間されている、上記１０又は１１に記載の布地シート。
１３．　上記５～１２のいずれか一項に記載の布地シートを含む、衣類、特に高温環境へ
の曝露用の衣類。
１４．　前記布地シートの外側布地層（Ａ）は、前記衣類の外側に配置される、上記１３
に記載の衣類。
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